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6/14 第２５回ナルク宮城定時総会を開催 

議案は全て原案通り承認される 
第２５回ナルク宮城定時総会が６月１４日午前１１時から、宮城野区文化センター第１会議室

で委任出席者を含め６９名参加の下、開催されました。 

 冒頭、挨拶に立った梅津健次代表は「本日この総

会に残念ながら出席いただけなかった人の中には、

ナルク宮城創設者で長年代表を務められた故林 茂

様を始め令和４年中亡くなられた方がおられます。

同じ仲間として哀悼の意を込め黙祷を捧げたい」と

提案し、全員その場で起立して黙祷を捧げました。 

引き続き挨拶の中で梅津代表は、ナルク宮城の総

会が今年で２５回目となったことに触れ、「ナルク

のボランティア活動は、個々人の自発的な意思に基

づき他人や社会のために貢献したいとする人の集

団である。従って、辞めようと思えば何時でも辞めることのできる組織・団体であるにも拘わら

ず、24 年以上も組織の形態を維持してきたことは大変意義深いものがある。高齢化やボランテ

ィアのなり手が居ない等、ナルクを巡る環境は厳しいが、みんなの力を合わせてナルクを守って

いきたい」と、思いを述べられました。 

その後、目黒洋治議長のもとで議事が進められ、第１号議案（事業計画）は浅沼勲事務局長か

ら、第２号議案（収支報告）は今田耕一会計担当から、会計監査報告を瀬川敬二監査委員からそ

れぞれ報告がなされ、一括承認されました。また第３号議案（令和５年度活動計画）、第４号議

案（同年度予算）においても報告事案と同様に承認可決されました。 

第５号議案の運営委員・監査委員の選任については、大場久美子さん（身体上の事由）を除き、

全員「再任」となっております。 

懇談会は〝自分の近況〟を語る場に…。 

総会後、食事会、懇談会を開催、特に懇談会ではコロナ禍で３

年以上も会えなかったお互いの近況を語る場に早変わり、各々の

心の内を語りました。 出席者の中で最年長の相原昭男さんは、

「88 歳の米寿を迎えた。ここまで生きてくると歳を取るという

ことはこういうことかと感ずるようになった。人の話が時々分か

らなくなることもあるが、色々な人に会えて人生は楽しい」と…。

また「ここまで生きてきたんだから 100歳まで生きるかも」とも

話し、生きることへの執念と欲をにじませていました。今年 84 歳になったと云う阿部喜傳さんは、「耳

が遠くなって困っている。補聴器は雑音が入り好きではない」と切り出した後、「足の膝が曲がらず医者

通いをしたが、結局は自分でストレッチを続けた結果、最近になって膝が曲がるようになった。これで

草取りもできる」と周りの人の笑いを誘っていました。ほかの出席者も全員が思い思いに自分の近況等

を語り、お互いの存在を確認し合う場となりました。 
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【編集後記】昔から「地震・雷・火事・オヤジ」
と云う諺があるが、これは世間で云う人々の恐
れるものを順に並べたものであると云う。 

ところが最近、ロシアのウクライナ侵攻があ
ってから「戦争」が真っ先に来るという見方も
されているようだ。更に昨今は、梅雨（つゆ）
と云う言葉の響きとは裏腹に、「線状降水帯によ
る集中豪雨」と、まだ梅雨時期なのに連日の「酷
暑」は余りにも異常すぎる。果たしてこれら言
葉は「つゆ」とは似つかぬものと推察されるが、
どの順に入るのが適当であろうか。（梅津 記） 

「コロナ９波が始まっている」可能性 
新型コロナ対策に当たっている政府分科会の尾身

茂会長は、６月２６日記者ぶら下がりの場で「第

９波は始まっている可能性がある」と、またその

一週間後には日本医師会から「既に９波に入った」

とそれぞれ発言がありました。今のところ感染者

は沖縄に集中しておりますが、もしナルク会員の

中で６回目のワクチン接種を済まされていない方

おられましたら、是非一考頂ければ幸いです。 

置行為だだければ 
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寄 稿   「ナルクに捧げる奉仕の心」     会 員 半 田  仁 

ナルク宮城「けやきの会」設立２５周年を迎えました。一般会員の私が頭の

中で描くナルクは、「支援を必要とする高齢者を元気なお年寄りが支えるボラン

ティア組織」と理解してきたが正しいのだろうか!! 

 私も入会して２０年以上経過したが、私が知る限りで、ナルク宮城設立に

関わった方々が当時６０代だったであろう主要メンバーが鬼籍に入られた。 

長く代表を務め、シンボル的存在であった林 茂さん。話す言葉の「間」の持

ち方。会報に掲載されてきた人。人を引き付けてやまない報文のすばらしさ。 

次に山本正男さん。ナルク会員減少を愁い。個人的に会員確保を実行してきた真面目一徹さ。

佐藤之子さんは、自宅を開放し、マージャンサークル開催を支援して人間性の豊かさ。佐野譲さ

んの高齢者宅の庭木の剪定・草取り、掃除に奔走。また、沢山の会報を配布して走り廻る。私を

して「理想にして憧れだった人」。こうした先人のナルクに捧げた奉仕の心を、我々は疎かにし

てはならない。世の中は、設立時と大きく変わりましたが、２５周年を迎えて決意しています。

現在の役員を支え、ナルク宮城継続・発展に寄与してまいります。  2023.7.3 寄稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会員（敬称略、順不同） 

▶  東北電力労働組合    ▶  ユアテックユニオン  ▶ 東北発電工業労働組合 

▶  わかくさ幼稚園  

アベノマスクの分身「マスク布巾」を希望者に差し上げます! 

３年ほど前、新型コロナウイルスの感染が広がる中、 

当時の安倍首相秘書官が「全国民に布マスクを配れば 

不安はパッと消える」との進言により始まった「アベ 

ノマスク配布事件？」。これが意外と国民からは不評 

（サイズが小さすぎ、大人には不向き）を買い、大量 

在庫を抱えた国は困り果て、結局は個人、団体に無料 

配布した。 

その際、ナルク宮城も卒なくマスクを無料で入手した。

そのマスクは写真の通り「パッチワーク風マスク布巾」に変身させ、先の定時総会時に出席

者に配ったところ、大変好評でした。マスク布巾に変身させたのは、運営委員の佐藤静子さ

ん。在庫は少しあるとのことです。「希望者は事務所又は、運営委員までお知らせください」

と呼びかけております。（事務所の☎ 022-765-8727） 

 


